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O chdes Baudel西晨,レ ″B直、in LИ″″″ ¨ ″″ GF―― ariOn,1968,PP.335‐3360阿部良雄は、語彙面でのボードレー ルの影響を他にもいくつか指摘している (『マラルメ全集Π男J冊
解題 。註解』、筑摩書房、1989年、知 頁)。0ただし、いくらか (マラルメ的推敲〉を行つている。
O Man赫,T鶏贔 ルB`薇と,hをれら」防― 助"ル
と,G…,1976,P155.
0マラルメとバンヴィルの関係について言えば、その初期詩篇に、ボードレー ルとともにバンヴィルが
多大な影響をもた らしてい ることは度々指摘 されてい る oem_Ptt SaE掟,ルfαμ″嬌レ L滋″ ′′踵抑 励 加 ,
蹴肥琺∬蹴蹴  :榔1ずIF  がlrgヂf雛1紹響
アーヌ』腸
"θ
″ 晟Fが影響 を及ぼ していることもよく知 られている (Gh島mcO(Ъn面,《‰r Ls
ぃ fOrmadOnsde Lη滅 /Jr″ル の ,in∫ゆあ″ Mれ И燃 滋′"物″″S品・ ″ル 2′″ ″"′
′%,こdi“s




と知 り合つたのは 1864年頃のようだ 仙囲錮遷,C“Юゅ られ 饉 おnこtablic et―ot  Par Henri Mondoret G.
Jean―Aubryp G出回祠い945,P1588)が、たとえば、アンリ・カザリス宛1863年12月9日付書簡 (Mall観長,
m徹 囃 留 翼
“
  ミ ∬ 毀 せ■k棚 難 棚 レ雄
拝していたのが分かる。ステンメッツの伝記によると、象徴派の総帥として名前が知られはじめた時期
も、バンヴィルやディエルクス、コペーといつた「純粋な高踏派詩人たち」と交際するほうが多かつた




&“&etamott ParHenEI MOndoret uoydJmeS Aus亀Gttu二1983,PP.%崚6,PP.187-188。)。 また、マラル





"RessOuvenaces,1998,Pl'.(l_D、lau知轟,cれ″断 ,inを乾 D力響物場 L助″ψ″れ uli-41976,P.31「書簡詩」を不可能た らしめた
コミュニケーション機器としてバンヴィルが挙げるものは、いずれも19世紀初頭から半ばにかけて開発
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された当時の最新のテクノロジー である。リバプ ルーーマンチェスター 間に鉄道が本格的に開通したの
は1830年(パリー サン=ジェルマン間の開通は37年)であり、ダゲレオタイプの開発は39年、モー ルスの
電磁石による信号送信実験の成功 (37年)の後、ワシントンー ボルティモア間に電信線が引かれたのは
44年、 ドー バーー カレー 間に世界初の海底ケー プルが引かれ (50年)、 大西洋に敷設されたのは、『フラ
ンス詩小論』出版の6年前、1866年のことだった。







派 の 自 由 詩 の ス タ イ ル だ っ た と され て い る (鉤z_eBcm4し盟 ″ ″ノ綱 θ″B“%れル 7,響′ 電 蝸 にち
薄h朧常協席」″協撹筋協勝灘:ゴ1舞野ム
の M曇 ,ノ2,P.390.
°D Yves Bom」りこa Rttir de M囲範轟らin啓嘱〕彎励4C/7aη″々,G山磁41976,PP l牛15.マラル
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OM凸轟 ,LG″。〃あπ彦4,h υtt Dをある助 留)と出S,…41976,P214.




出 雛 殿 Z鰯鴛 脇 附 脇 蝙 脇 憫 蠍 1郡 166
0の 実際に、「フランス精神」resP」t Lttaisという言葉を使うのは、「ヴァグナー」論において(Mall衝轟,
&歳"狗鶴R″″あ ″″ル暉へin懃眈I乃響滋叫晩″ψ″を,… 1976,P173)だが、マラルメは、北欧・グルマン神話に立脚したヴァグナーの具象的音楽劇に対抗して、普遍的で抽象的な「フランス精
神Jによる演劇のモデルの一つとしても、『鍛冶涯劃 を想定していた (MaFh狙,¢″,PP・20)205。)。 そこに
は、こうしたバンヴィルの複雑な宗教性がからんでいる。また、ヴァグナーは、象徴派と高踏派につい
て考えるときにも重要になってくるだろうが、本論文では取り扱わない。
9⊃Baude膿,協″ル ′解4h6″ 赫 力 ″0″ ″″ ,こd面&bL Pa Claude Pi6oL,〆― tadOn&
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